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A Theory of Prince Furuhito no Oe

　古人皇子は，舒明天皇の皇子であり，母は蘇我馬子の娘の蘇我法提郎女である。本稿は，こうし

た存在の古人皇子を，これまで明らかにされてきた 7 世紀の王権の制度的事実を踏まえて，その歴

史的位置を確かめてみるものである。

　その結果，

　1，古人皇子は，「ミコノミヤ（皇子宮）」を所持していることが確実視でき，古人皇子「謀反」事

件の史料を検討することで，「古人皇子宮」に近侍する〈ウジビト〉として蘇我田口臣氏・倭東漢氏

らを想定することができ，また，「古人皇子宮」の中核的構成員である〈トネリ〉も確かめることが

できる。

　2，古人皇子は，古人「大市」皇子とも呼ばれることに着目し，検討を加えた結果，古人皇子は，

大和国城上郡大市郷と関わり，そこには古人皇子の「ミコノミヤ（皇子宮）」そのものか，「ミコノ

ミヤ（皇子宮）」の家産体制を支える重要な生産基盤が存在したと考えられる，また，大市郷を本貫

地とする渡来系氏族の「大市」氏との関わりも深くもっており，「大市」氏は，古人皇子の養育氏族

と考えることができると思える。
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